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ラン等自動車関連産業が多く立地しており、
BMWが同州で生産するXシリーズの内70％以上
にあたる17万台が同港から輸出されている。ま
た、背後にボーイング社の787型機の組立て工場
も建設され、部品関連産業の立地も見込まれる。
（2）港湾施設
施設としては、図1に示すように、クーパー

（Cooper）川右岸に位置する4つのターミナル（コ
ンテナ用：2ターミナル、バルク／RORO用：2タ
ーミナル）とワンド（Wando）川左岸に位置する
コンテナターミナルの5つのターミナルから構成
される。
クーパー川右岸に位置するターミナルにはオ

ンドック鉄道ヤードが整備されており、CSX鉄
道とノーフォークサザン鉄道が乗り入れている。

はじめに

2014年に予定されているパナマ運河の拡張は、
国際的な海上物流にも様々な影響を与え、特に
アジアと北米・南米東海岸を結ぶ航路の競争力
が強化されると予想される。
昨年、名古屋港利用促進ミッションとして、米
国東海岸に位置する主要港の1つであるチャール
ストン港を訪問する機会があった。同港がパナ
マ運河拡張も睨みつつ、どのような取組みを進
めているのかを含め、その概要を紹介したい。

チャールストン港の概要

（1）概要
人口増加が著しく、発展がめざましい米国南

東部に位置する河川港である同港は、全米で第9
位の貿易額（2009：約450億ドル）を誇り、コン
テナの取扱量では、全米港湾の中で10位、東海
岸港湾の中では4位に位置する（表1）。
同港の管理運営はサウスカロライナ州港湾局

が行っているが、州からの予算措置はなく完全
な独立採算性がとられている。また、470人近い
職員のうち210人強の人間がオペレーション担当
で、ガントリークレーン等の荷役機械操作に、直
接従事しており、ガントリークレーン1基あたり
42個／時間、トラック平均滞在時間20分の作業
効率を誇っている。
チャールストン自体は観光産業と空軍の基地

として有名ではあるが、チャールストン港があ
るサウスカロライナ州の北部にはBMWやミシュ
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を睨んだ
パナマ運河拡張

チャールストン港
の動き

⑩チャールストン港

⑥ヒューストン港

⑦ヴァージニア港

③ニューヨーク／
ニュージャージー港

④サバンナ港

⑧シアトル港

⑨タコマ港

⑤オークランド港

①ロサンジェルス港

②ロングビーチ港

ア メ リ カ

48 「港湾」2011･6

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

ロサンジェルス

ロングビーチ

NY／NJ

サバンナ

オークランド

ヒューストン

ヴァージニア

シアトル

タコマ

チャールストン

6,748,995

5,067,597

4,561,831

2,356,000

2,050,030

1,797,198

1,745,228

1,584,596

1,545,855

1,181,353

西海岸

西海岸

東海岸

東海岸

西海岸

メキシコ湾岸

東海岸

西海岸

西海岸

東海岸

港名 コンテナ貨物量 備考

表1 米国におけるコンテナ取扱港湾ベスト10（単位：TEU）
（CS TOP100 container ports 2010より）



貨物の取り込みや需要の顕在化に向けたマーケ
ティング活動を積極的に展開している。因みに、
2010年1月から10月までコンテナ取扱貨物量は新
規航路の開設によって対前年同期比18％増を示
している。
（2）航路増深への対応
パナマ運河の拡張によって、航行船舶の容量

が大幅に増えるとともに、それらの船舶の受入
れには50フィート（約15.2m）の水深が要求され
る。チャールストン港の入港航路水深、港内水
深は前述の通りであり、潮位5.5フィートと余裕
水深（UKC）2フィートを考慮すると、ドラフト
48フィート（約14.6m）までの船舶は潮待ちで入
港可能という優位性を有している。今後の船舶
の大型化に向けて、現在、港内水深を50フィー
トまで増深する計画を検討している。
50フィートの根拠として、1つには浚渫に要す
る費用、さらに、他港との競争条件等を勘案し
ているとのことであった。具体的には、ニュー
ヨーク／ニュージャージー港は、ベイヨン橋の
エアドラフトの問題で50フィート以上の水深は
望めないし、ヴァージニア港は55フィートへの
増深計画があるが、干満差が激しいこと、更に、
サバンナ港は最大寄港可能船舶のドラフトが43
フィートであること等を勘案し、当面は50フィ
ートへの増深を考えているとのことであった。

おわりに

州の港湾局という公共機関が管理する港湾だ
が、航路浚渫への対応に見られるように、費用
や東海岸他港との競争条件も勘案しながら、同
港独自の効率的な対応を取る姿勢は、やはり完
全な独立採算性に起因するのであろう。他方、荷
役作業を直営で行っており、その作業効率の高
さにも驚かされる。米国東部、南部には、このよ
うなスタイルの港湾も残っていると聞く。港湾の
管理・運営あるいは経営はいかにあるべきかいろ
いろ考えさせられる点が多い訪問であった。

MLW（平均干潮位）で入港航路水深が47フィ
ート（約14.3m）、港内水深が45フィート（約
13.7m）で、河口のパイロットステーションから
すべてのターミナルまでが2時間以内で到達可能
である。
（3）開発計画
河口に位置し、市街地に近いユニオンピアー

（Union Pier）ターミナルではRORO船による自
動車の取扱いと客船の受入れ（年間約90隻）が
行われているが、訪問時には、RORO機能を北に
移し、同ターミナルを客船専用ターミナルにす
る再開発計画が進行中であった。また、コンテ
ナ処理能力を増強するため、元海軍基地に新た
なコンテナターミナルを建設する計画が2018年
のフェーズ1完成に向け進行中である（図2）。

パナマ運河拡張に向けた取組み

港湾局長より、以下の取組みを進めている旨
の説明があった。
（1）西海岸諸港から東海岸諸港への

コンテナシフトへの対応
2008年に、ロサンジェルス港やロングビーチ

港など米国西海岸の港を経由して、チャールス
トン港背後の市場圏へ94.3万TEUのコンテナが、
また、中西部へは140万TEUのコンテナが輸送さ
れている。米国中西部地区の発展によって、2015
年には、この量が300万TEU（チャールストン背
後120万TEU、中西部180万TEU）に増加すると
推計される。
パナマ運河の拡張によって、大型船が直接寄

港することとなれば、コスト的にも時間的にも
西海岸の港に対して、東海岸の港が優位となり、

図2 新コンテナターミナルの完成予想図
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図1 チャールストン港の港湾施設
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